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おもな内容 ・ o会員館園の今年の抱負 。東南アジア博物館会議の報告 く〉特別展報告 福井市立郷土自然

科学博物館の薬草展 く〉全科協 、北から南から。 く〉公立博物館の設置および運営κ関する基

準 く〉会員館園紹介 アリタキ ・ ア ーボレータム

; 今年の 抱 負
; 今伴年の夢は筑附学酌
ための笑験植物園を作る乙と iに乙始まる . とれは筑波新

大学iζ隣接した 18ヘクターノレの土地を確保した ζ とに

よる . 同調査委員会は昨年10月に構想をまとめて， 中

部日本で見られる植物相のいくつかを再現する屋外植

物閣に配するに気候風土の異なる地域(例えば熱帯降

雨地，サパ γナ，寒冷地の如き〕の代表的な植物を育

成する屋内植物園をも っ てし，外国にもないはなはだ

ユニークな植物園の建設を志 している.その第一年度

が今年であるから， ζ の構想を生か していく楽 しみが

ある.

また，昨年11月 K アジア地域 6 ヶ国の主要1等物館の

代表が東京で会合 し，博物館の近代化に関する懇談会

が関かれた.との会合で近代化についての各種の方策

が討議されたが，とくに博物館職員の訓練が重要視さ

れ，国際協力によって，アジア地域博物館の中堅職員

の訓練計画を樹てるととが合意された.

これをうけて， 12月 IC インドネ νアのジョクジャカ

ノレタで開催されたアジア地域文化政策政府閥会議で政

府代表村 山文部事務次宮から博物館等で働く専門職員

の養成の重要性にかんがみ， アジア地域内の協力によ

る研修事業の拡充が提案された.

今後とう した研修事業が国際的視野lζ立 っ て進め ら

れる気運になってきた乙とはよろ ζ ばしい ζ とであ る

が，同時に園内的にも陣物館職員の研修がますます重

要となってくる.ζ の点ヵ! らも全科協加盟のみなさん
の御協力によっていよいよ充実した研修事業を実施し

たいと思 っている .

全国科学博物館協議会理事長

イk 1θ 
必
幅
十
…

全科協会員館園の今年の抱負

ライフ ・ サイエシスの振興， 石油危機によって引き起された地球エネルギ ー資源の再認識，週休 2

日 iljlJの拡大にともなう効率的余暇利用の具体的施策など，今日の社会問題を考えるとき，社会から科

学時物館lζ対し寄せられる期待にきわめて大きいものがあるこ と はもちろんの ζ と，乙れに対応 して

科学博物館の事業内容をいっそう充実整備しなければならないときであると思う 視点をかえていえ

ば，科学博物館が，ひろく国民の科学的素養を豊かにするため社会教育活動の先頭に立つ一大転機と

言えるかも知れない . そ乙で，今回は新しい年を迎え， 躍進への決定、を新たにしている加入館園から

つぎの項目にスポッ ト をあて今年の抱負を寄せていただいた.①建物の拡張 ②展示更新 ③資料の

集収 ④専門職員の増員 ⑤その他全科協への希望等 ご協力を感謝 します(館園名五十音順)
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博物館活動の近代化に関するアジア地域懇談会について

国立科学博物館 鶴田総一郎

首題の国際会議が，昭和48年11月 13 日から同17 日まで しながら解決すべき問題などが浮き彫りされた

の 5 日間，ユネスコ ・ アジア文化センターが日本ユネスコ ζ の点から，いわゆる世界的規模での博物館 IC関する

園内委員会およびイコム日本圏内委員会と共催で開催さ 国際会議で提示され討議され，決議または勧告にまでま

れ，オース トラリア，インド，イラン，大韓民国，タイ とめられるような一般的共通的問題は，当然乙こでも存

およびフィ リピンから国立博物館長クラスの専門家各 1 在するが，この際は上述のアジアで処理すべきアジア的

名と，イコムアジア地域センタ ー責任者が参加した.日本 問題に絞って会議の成果を実行可能な具体等にまとめ

からは専門家 3 名およびオブヂーパ-8 名が出席した. て，これを実施する方向でお互に努力しようということ

これはユネスコの提唱する博物館活動の近代化のアジ になった

ア地域における具体策の展開とアジア地域各国のこの分 との結果，会議の最終報告書は14項目に簡潔にまとめ

野における交流と協力の促進方策を討議し，その実施を られ，特に示唆と勧告の項は 5 項に絞り，中でも地域内

すすめるための第一歩を踏み出すためのものである . 共同事業として博物館専門職員の養成および現職研修を

主テー7は「文化発展における博物館の役割」で，こ 実施することは不可欠の当面の目標とし，乙の準備のた

れをさらに次の 3 つの討議議題lζ分けられた . 1 アジア めにユネスコアジア文化セジタ ー中 iとそのための常設委

地域博物館活動の現状と問題点. 2. 博物館活動の近代化 員会を設置する乙とになった.

のための方向と具体策. 3 . アジア地域における博物館相 との博物館専門職員養成および研修はイコムそのもの

互の国際交流と協力 でもと乙数年最大の重要な課題のーっとしてとりあげら

日本側は本会理事長であり，イコム臼本委員会会長で れており，いわゆる国際レベルで検討されているが，今

ある福田繁氏が主として議長および内容のとりまとめに 回のように地域でその特性を踏まえながら，自主的 iζ実

当り，短期間ではあ っ たが極めて収約的な討議が有効か 行可能な方向へ，関係各国の了解と協力のもとに，力強

つ適切になされた.特に今更のよう に， ア ジア各国間で い第一歩を踏み出す乙とを明確にした会議の例はまだ無

の教育，文化，科学，経済その他の諸面での相違を背景 いように恩われる.今後の進展が期待される.なお詳細

とする博物館の現状の差異が認識され，乙れに伴う具体 について質疑その他がおあ りの場合には会議資料は全部

的な問題点とその解決のための国際交流と協力，特にア 揃っておりますので事務局まで御連絡下さい.

ジア l乙共通 してかつ特異なア ジアの各国間で相互に協力

第 3 回全科協博物館事業研究会開催のb知らせ

全科協では，急速に変わりつつある社会状

勢に対応した科学博物館事業を展開するとと

もに，職員の専門的知識の向上を図るため，

再発足以来毎年、全科協博物館事業研究会グ

を行なってきましたが，今年度は、展示l乙直

結した教育活動をどのように展開したらよい

か11 という ζ とをとりあげ実施するととにし

ました.

ど承知のように，この研究会は具体的なも

のを体験しながら研究討議を行ない問題解決

の糸口を摘もうとするもので，詳細は実施要

綱を別送しますが， 日ごろ当面している問題

をまとめ，一人でも多く参加し，活発に意見

の交換をされることを希望しています

テーマ， 展示lζ直結した教育活動はどのよ

うに展開したらよいか

会期， 昭和49年 2 月 15 日 (金). 16 日 (土)

17 日 ( 日 )

会場， 国立科学博物館，科学技術館

対象，全科協会員館閤職員で，教育活動

関係業務を担当している者

申 込， 所定の申込用紙iζ必要事項を記入

し，各館園長から全科協務局あて

に申込んでください .

備考， 日程は，学芸員国家試験の日穏に

つづけてとってありますので，多

数と参加くださるようお願いしま

す.

- 4 ー
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!再 予見が適中した薬草展

従来， わが館の展示で一番の不人気が植物部門であっ

た . それで も秋には きのとの展示に人だかりがあり ， ま

た ， たった 10点の薬用植物コ ーナ ーに人影が多いのを見

て，興味と関心の所在を痛感するのだった l侍あたかも

漢方ブームとあって，今年度に予定されていた植物の特

別展は薬草で，と考えたのは 2 月である . 見事にその予

見は当った . 会期中 (10/ 6 ~ll/ 9 の35 日 間)はどの

日も ， 展示のひとつひとつに見入る多数の来館者の眼の

熱っ lまさに驚くほどだ っ た

当初，郷土の薬用植物は残らず採集 しようと決意し，

いろいろの文献をあさって， 300極収集の目標を立てた .

各種の採集適期を逸してはと，雪どけの 4 月早々からの

採集である.特別展開始の10月 6 日ぎりぎりまで採集が

続き目標を突破 して320撞lL達した.会 J!JI 中も続行してさ

らに20匿を加えたが， まだ幾多取り ζ ぼ しがあることを

残念に思っている.

収集は，薬用植物の基本標品だけではない。 生薬標本

と大量多種展示したい それに目玉商品の 、飲んでみま

せんかn の40 日聞をま かなう 7 種の生薬収集は並大低で

ない . 開幕前)'3 ヶ月は しば しば土日を返上して， かなり

の量の展示生薬70余種も完成した.

特別展に先立つ PR活動も大事な仕事である. 6 月』ζ

は60余人を集めて， 路傍の薬草を調べる会を|噂物館周辺

で催し統いて館内で煎薬の接待と特別展予告で，大変な

好評と期待感が醸し出された 8 月からは館前 1<::薬草の

鉢植 20余鉢を展示して， 乙れを特別展開催のいきたポス

ターとし，来館者の目をひいた. 地方紙が，ひたむきな

われわれの活動のいろいろを取材してくれたととも有難

い威)J ある PR と な っ た.

特別展のテーマl乳 、薬草を見直そうグであった.さ

らに次の小テー マを設定してコ ー ナー別標題とした.

(1) との柚物lL乙んな効きめが(薬効別展示)

(2)手怪lζ集っ た生薬70余種(生諸~収集のすすめ)

(3)1味を試そう ・ においを試そう Cïiíj薬服用の体験)

(4)効くとはいうが危険な薬草(安易な薬草使用の戒め)

(5)変った生薬のあれ と れ(漢方には動物も鉱物も)

(6)ニュ ーフェイスの花粉公害(季節毎の気管文l怖息犯人)

予想の通り薬草に関心の深い人々は， 婦人層と老人層

であった そして何かー病K悩む人たちである.乙の人

々の求める薬草を想定し，特K I0:f重 ~iの薬効ノミネノレ 1<::集

約した 洞察の通りでこのコーナーに一番の人だかりが

多く ， 1 ~ 2 時間をかけて熱心に勉強する人 も少なくな

福井市立郷土自然科学1導物館

好評を持した、飲んでみませんかH コ ーナー

か っ た 各パネノレには 6種の薬草を組み込み，各種 1 <::薬

用部分，使用方法等の説明を加えた. 特lζ関心の深いパ

ネノレには ， 名人病関係のもの， 消化器関係のもの，強壮

補精関係等で， パヰ、ノレと生薬を交互に観察してノー ト す

る人がほとんどで， かつての特別展に見られなかった異

様な程の光景であった .

展示場が狭く 340 積の展示は不 'OI J 能で ， 100 余種をい

ろいろの形で提示し， 他は来観者の求めに応じて公開す

る 500余点の集積展示コーナーを設けた. (事後に薬草

ライ ブラ Y ーを作る予定を立ててい る)

特色を誇る企岡 1<:: ， 、、飲んでみませんか"のコーナー

設定がある . 箱火鉢 1<::炭火ならぬ赤電球を点灯し， ζ の

火鉢を炉 1<::仕立てた . とこに煎薬の大薬缶を掛けて常時

K組めておいた . との炉辺 iζ は数人の車肢が絶えなかっ

た 赤い火と殺傷に心も手dみ，薬草加ζ花が咲く毎日だ
っ た . 荘、も その仲間入りをしては，様々の話の中か ら二

次展への模索を続けた (二次展 3 ~ 4 月)

準備物はおしば600点生薬70種液侵標本(草根) 30 点

パネ ノレ15点その他70点で，借用購入は皆無であった.案

内状やポスターに至るまで総て手づくりの簡素さ ， 総経

費 5 万円は材料費で消えた

天候不順の秋 iζ は入館者が疎らなのが{7>1J だが， 今年は

この特別展で 5 ， 100 人を吸収し， 中には 4 ・ 5 回も足

を運ぶ来1tìli!者 10余名を数えるほとだった. 今次の~草展

だけは， 見流しの米側者は無く，長H寺 l湖粘る人の多い ζ

と ， そして心からの挨拶で立去っていく多くの人々の反

応 1 <:: ， 苦労も忘れ， 腹ふくれる思いだった a

(館長 小林貞七)

5 -
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全科協北から南から

展 示 品の自家製作について

理工学展示品が動的要素をもっ ζ とは必然的であるた

め，できうる限り見学者 !C操作させ，動かし，科学の正

し い知識を理解させるような展示品の企画に理工学館の

展示担当の方々は並々ならぬ苦心をしておられます.私

も館員の一人として同じ仕事をしてきましたが，その中

で私なりに得た経験の一端をζ 乙にと紹介し，諸先輩の

御教示をいただけたら幸いです.

多くの理工学館では展示品の製作にあたって，企画 ・

設計されたものを一部は館内のワ ーク ν ョップで製作さ

れる他は，大部分を外注しておられるように見受けま

す.展示品の製作を外注 しますと，展示の企画 ・ 展示品

の保守 ・ 調査研究 ・ その他の教育活動に専念できますか

ら当館のような人員の少ないと ζ ろでは望ま しい方法で

す.ところが，限られた予算で業者に製作依頼を します

と， 特に理工学展示品が特注の一品生産品である性格上

大変な金額を要求されます.とうなりますと予算内で製

作できる展示品はせいぜい， 1 ・ 2点しか望めません. し

か し現代科学を紹介する展示品の設置さらに展示の更新

を積緬的に進めていくためには ， 年聞に相当な数の展示

品を設置する必要があります. もし，材料， 機器類を購

入して館内で製作するととが可能なら，製作費は少なく

てすみますし，それだけ展示品も数多く製作するととが

できる訳です.そ ζ で，当館では従来からほとんどの展

示品の製作を，企画設計製作か ら完成に至るまで当館の

工作機械と館員の力で行ない，どうしても当館で製作で

きないもののみ部分的に外注してやってきま した.むろ

ん自館製作の展示品といっても，館の使用頒度に耐える

ように改造 した機器類を組み合せた展示品もあり，終始

一貫 して素材か ら作り上げたものもあります. 乙う して

作 られた展示品は，故障の際業者のすービス員与をあてに

する必要もなく ， 手持ちの部品があれば館員の手で即座

に修理でき，保守上極めて有利でありしかも製作費は外

注のそれと比較して格段の差があります.反面，とうし

たいき方は日常の保守 ・ 展示の企画 ・ 調査研究その他の

教育活動の仕事と平行 して行なわなければなりませんか

ら，年聞に 3 ・ 4 点以上の展示品を作るには館員一人一

人に相当の労力が要求されますし，また私たちだけの知

識や技術のみではおのずと限界が生じます. ある展示品

を企画する上で参考のため関連施設や展示会の視察，そ

乙の専門職員の方から展示効果の上で大変有効な技術や

方法を勉強させていただく機会が多いが，その技術が常

6 
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!C 自館の展示の中 !C生か していけるとは限 らないのは，

つくづく残念です. それは予算上の制約，自館で鍛え る

技術の範囲，部品の入手の可否等の問題があるからです.

しかしなが ら，諸館のめざま しい科学展示の発達をみ

て，私たちも研究を続けてきま したが， 理工学展示の内

容の高度化が要求されて くると ， 設計の面で従来とは異

なった方法を使用しなければならない乙とに気つきまし

た.展示品 l乙組み込まれる制御回路が複雑になってくる

と ， 今まで勘とか経験とかに頼って設計してきた方法で

は，その思考実験は繁雑になり，誤りを生じやすく，い

たずらに時間を浪費するだけです.そこで，制御回路の

要素を記号化して表わし，論理代数と呼ばれる数学を応

用すれば，制御回路の内容と動作を数式的 !C扱 っていく

ζ とがで き ， その方法を使うと複雑な回路を整理 して考

えていける し，回路の書き換えや簡略化が行なえるよう

になります 数年来，その方法で展示品の制御回路の設

計を していますが，経済的効果 ・ 動作の確実さ・設計iこ

要する l侍聞の短縮など着実な効果を上げています.とと

ろが， 乙うした複雑化した回路iζ対応できる反面， 新た

な困難が出てきます. 回路が複雑化すればそれだけ部品

の種類も個数も当然増えてきちす.そ乙で使用材料も容

易に入手でき，長期間，補充できるものを使用しなけれ

ばなりませんから，たとえ特殊部品 1 個ですむ回路で も

後々の保守という ζ とを考慮すれば少々コスト高でも標

準部品を用いなければなりません.ところが，地方にあ

る関係上，部品の入手が困難であったり，納品がはなは

だ遅延して，展示品製作の計画の上 lζ多大の障害を来し

ており， ζ の問題の解決 !C腐心しています.

乙の他 lζ も展示品の自家製作には様々な問題がありま

すが，研究を重ねつつ，新しいアイデアを自らの手で盛

り込みながら館員全員の手で製作していく楽しさは ， 長|

館製作ならではのものであると ， いささか白惣ておりま

す.

お知らせ一一新らしく入会された館

釧路市青少年科学館 館長佐熊敏郎 ~ 085 釧路市

春湖台1-7番地 震 0154-41-6225 ， 博物館明治村 館長

谷口吉良fl ¥ll 484 愛知県犬山市内 ，.L， 1 番地 震 0568

67-0314 
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「公立博物館の設置及び運営に関する基準」 について

l関手CI48年11月 30 日付で， 文部省より「公立時物館の設

置及び運営 IC 関する基準」が告示されました.ζの基準

作成にあたっては，全科協としても会員館園のど助力を

得て協力をしてきたととろであり，昨年12月 5 日付で，

文部省社会教育局長から全科協あてにその内容が送付 さ

れてきたので，別掲のとおり紹介します.

* Z容

全国科学時物館協議会殿

* 本

文社社第141号

l昭和48年12月 5 日

文部省社会教育局長

今村武俊

「公立博物館の設置及び運営に関する基準」について

標記基準につきまして，種々御協力いただいところで

ありますが，本日，別添のとおり告示されましたので，

この基準の「取扱いについて」の通達 t写1 を添え，お

送りします.

公立博物館の設置及び運営に関する基準

(趣旨)

第 1 条 乙の基準は，博物館法 ( 1昭和]26年法律第285号)

第 2 条第 2 項 IC規定する公立1等物館(以下「博物館J

という 〕の設置及び運営上の望ましい基準を定め，

憾物館の健全な発達 lζ資する乙とを目的とする.

(定義)

第 2 条 ζ の基準において， 次の各号iζ掲げる用語の意

義は， 当該各号IC定めるととろによる.

「総合博物館」とは，人文科学及び自然科学の両

分野にわたる資料(博物館法第 2 条第 3 項に規定す

る博物館資料をいう.以下同じ . )を総合的な立場

から扱う博物館をいう .

2 r人文系博物館」とは，考古，歴史， 民俗，造形

美術等の人間の生活及ひ、文化 lζ関する資料を扱う博

物館をいう.

3 r自然系博物館」とは， 自然界を構成している事

物若しくはその変遷に関する資料又は科学技術の基

本原理若しくはその歴史 i乙関する資料若しくは科学

技術iζ関する最新の成果を示す資料を扱う博物館を

し、つ .

(設置)

第 3 条 都道府県は， 総合問物館又は人文系博物館及び

自然系開物館を設置するものとする .

2 市町村は， その規模及び能力に応じて，単独で又

は他の市町村と共同して，地域社会の生活，文化，

自然等と深い関連を有する資料を主として扱う総合

7 

博物館，人文系博物館又は自然系博物館を設位する

ものとする .

(施設及び設備)

第 4 条都道府県及び地方自治法(昭和22年法律第67号)

第252条の 19第 1 項の指定都市(以下「指定都市」 と

いう. )の設置する博物館には，次の表に掲げる事項

11:必要な施設及び設備を備えるものとする.

事 項 施設及び設備

資料の保管 収解蔵き室庫 技消術毒室設，備作，業集室約，収ィ成可
設備等

資料の展示 展示室，準備室， Jl!品 J~ii覚機器4 、
展示用機器， J照明設備等

資料 IC関する集会

集会室， 教室連車室接，資白視料図調聴貸書覚車出機室，用器教設, 研究その他の教育活動 室，会議 巡
回展示自用 育研
究用動 鮒j等

及資料び研IC究|掬する調査 図書室実，研究室， 実験室， fl': 
業室， 験設備等

利用者の休憩及び 休憩室，救護室$j:

安全

事務の管理 事務室，宿直室等

2 rl� (指定都市を除く 〉町村の設置する|羽物館 l乙

あっては，前項の規定に準じて必要な施設及び、設似l

を備えるように努めるものとする.

3 動物園(自然系博時のうち，生きた動物を扱う Il!j:

物館で ， その飼育する動物が65種以上のものを い

う.以下同じ. ) ， 植物園(自然系博物館のう ち ，

生きた植物を扱う博物館で， その栽士犠4音fする植物が

1 ， 50∞0 極以上のものをいう 以下同じ. )及び

館(自然系博物館のうち ， 生きた水族を扱う博物館

で，その飼育する水族が 150 種以上のものをいう.

以下同じ. )には，第 1 項の表lζ掲げる施設及び設

備のほか，当該博物館において，資料を常H寺育成し

必要な展示を行なう ζ とができるよう にするため，

次の表に掲げる施設及び設備を設えるものとする

博物館の種類| 必要な施設及ひ‘設備

動物 園 動動物物診飼療育展施示設施，設検，荻仮施収設容， 施調設飼, 

芥用施処設理施，設飼等料庫， 汚物・汚水・塵

植物 園 国場， 育内種特室植， 物刷管業理l車施, 病理施
設， 園別 設等

水族 館 展示水水槽槽， 放環養装及び飼治養療池施, 予
備施，循笛.， 設，
調銅用設等

4 博物館には，資料を保全するため，必裂に応 じ
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て j耐火，耐震，防虫害， 防塵， I勿音，視度及び湿

度の調節， 日光の遮断又は調節， 通風の調節並びに

汚損， 1波場l及ひP盗難の防止に必要な設似lを・備えるよ

うに努めるものとする.

(施設の面積)

;;(Oﾇ 5 条 時物館(動物園， 植物園及び水族館を除く〉

の建物の延商積，都道府県及び指定都市の設置する

陣物館にあっては6， 000平方メ ー トノレを ， (指定都市

を除く. )町村の設置する博物館にあ っ ては 2， 000

平方メー ト ノレをそれぞれ標準とする .

2 動物園， 植物園及び水族館の施設面積は，次の

表1L j;局け.る面積を標準とする.

時物館の種類 | 施設の面積

動 物 園|建物の延べ面積 20 平方メー ト
ノレ lζ平均同時利用者数を乗じて
得た面積

植 物 園 1 敷地の面積 20万平方メートル

水 族 館|敷地の面積 4， 000平方メートノレ

(f耐i考)乙の表中「平均同時利用者数」は， 次の算

式 IC より算定するものとする.

年間利用者数(又は年間利用者見込
数) X 1 日利用者 1 人の平均利用時間数 x 1. 5

年間公開時間数

(資料)

第 6 条 r-iJ.物館(動物園，植物園及び水族館を除 く 。)

は，実物又は現象iζ関する資料(以下「一次資料」

という 。〉について， 当該資料iζ関する学問分野，

地域における当該資料の所在状況及び当該資料の展

示上の効果を考慮して，必要な数を収集し，保管 し

及び展示するものとする.

2 動物園，植物園及び水族館は，おおむね，次の

表に掲げる数の一次資料を収集し， 育成 し，及び

展示するものとする.

時物館の種類| 資 料 数

動物園 I 65種325点ないし165種825点

植物園 I 1 ， 500摩 6 ， 000樹木

水族館 I 150種 2 ， 500点

3 I噂物館は，実物資料について，その収集若し くは

保管(育成を含むc ) が困難な場合， その展示のた

めに教育的配慮が必要な場合又はその館外貸出しが

困難な場合には，必要に応じて， 実物資料に係る模

型，模造， ;模写又は複製の資料を収集又は製作する

ものとする.

4 同物館は， 一次資料のほか，一次資料lζ関する図

常，文献，調査資料その他必要な資料(以下「二次
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資料J という 。 )を収集し ， 保管するものとする .

5 時物館は， 一次資料の所在を調査 して ， その収集

及び保管(現地保存を含む。) !己努めるとともに，

資料の補修及び更新， 新しい模型の製作等により所

蔵資料の整備及び充実iζ努めるものとす る .

(展示方法等〕

第 7 条 資料の展示に当っては， 利用者の関心を深め，

資料に関する知識の啓発 IC資する ため，次 IC掲げる事

項の実施iζ努めるものとす る.

1 確実な情報と研究iζ基づく正確な資料を用いるこ

と .

2 総合展示， 課題展示，分類展示， 生態展示， !lVJ態

展示等の展示方法により ， その効果を上げる乙と .

3 同物館の所蔵する資料による通常の展示のほか，

必要に応じて，特定の主題IC基づき ， その所蔵する

資料又は臨時 lζ収集 した資料による特別展示を行な

う乙と .

4 二次資料又は視聴覚手段を活用する乙と

5 資料の理解又は鑑賞 IC資するための説明会， 講演

会等を行なうこと .

6 展示資料の解説並びに資料IC係る利用者の調査及

び研究についての指導を行な うとと.

(教育活動等)

第 8 条 時物館は ， 利用者の教育活動 !C資するため，次

lζ掲げる事項を実施するものとす る .

1 資料iζ関する各種の議座又は諸集会(児童又は生

徒を対象とした夏季休業日等における観察その他の

常習活動を含む。〕を開催す る乙と.

2 資料の貸出し及び館外巡回展示を行なうとと .

3 資料の利用その他陣物館の利用 IC関 し，学校の教

職員及び社会教育指導者に対 して助言と援助を与え

る乙と .

(目録の作成等)

第 9 条 博物館は ， 利用者の便宜のために，資料に関す

る目録，展示資料IC関する解説書又は案内番等を作成

するとともに，資料IC関する調査研究の成果の公表そ

の他の広報活動を行なうものとする .

(開館日等)

第10条 博物館の 1 年間の開館 日数は ， 250 日を襟準と

し ， 利用者の養成， 地域の実情， 資料の特性，展示の

更新所要回数等を勘案 して， 増減するものとする .

2 I噂物館は，利用者の便宜のために ， 夜間開館日を

設けるように努めるものとする .

(入場制限等)

第11条 博物館は，利用者の安全を確保するため，防災

及び衛生 IL必要な設備を備えるともに，必要 IC 応じ
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て， 入場制限，立入禁止等の措置をとるものとする.

〔職員)

第12条 都道府県及び指定都市の設置する博物館には 、

17人以上の学芸員又は学芸員補を置くものとし，市

(指定都市を除く。) 町村の設置する博物館には ， 6人

以上の学芸員又は学芸員補を置くものとする.

2 博物館1Lは ， 前項 IC規定する職員のほか， 事務又

は技術に従事する職員を置くものとす る.

(職員の研修)

第13条 都道府県の教育委員会は，当該都道府県内の博

物館の館長， 学芸員及び学芸員補の資質の向上を図る

ために必要な研修の機会を用意するものとする.

2 市町村の教育委員会は ， 当該市町村の教育委員会

の所管に属する博物館の前項に規定する職員を， 同

項の研修に参加させるように努めなければならない

一別記ー

「公立博物館の設置及び運営に関する基準」 の取り級

いについて

1. 第 1 条関係

(1) この基準は ， 博物館法第 8 条の規定 IC基づき，公

立博物館(以下 「博物館」という. )の健全な発達

を図るために博物館の設置及び運営上の望ましい基

準と して定めた ものである .

(2) この基準は， 博物館法 IC定める畳録要件IC係る審

査基準でも ， 補助金の交付基準でもない.

2. 第 2 条関係

(1) 本条では， 時物館を大別して，総合博物館，人文

系博物館及び自然系博物館と しているが， これは侍

物館の設置及び運営のあり方を類型的iζ示す うえの

使宜K基づくものであり ， 現iζ設置される博物館の

名称を統一する趣旨ではない。

(2) 人文系博物館と しては ， 歴史博物館， 美術博物館

等が， 自然系博物館としては ， 自然史博物館， 科学

博物館，動物園 ， 植物園， 水族館等が考えられる.

3. 第 3 条関係

(1) 本条第 1 項では， 都道府県が広域的団体である乙

とにかんがみ， 総合博物館を設置 しない場合は， 人

文系博物館及び自然系博物館の両者を設置するとと

を期待している . 第 2 項では， 市町村が単独に ， 又

は共同して総合博物館，人文系博物館又は自然系博

物館のいずれか一つを設置する と とを期待 している

(2) 博物館の設置に先立つて準備のための組織を整え

専門的職員を配し，資料の調査， 研究， 収集， 保管， 展

示計画等の具体的な準備をする ζ とが必要である.

4. 第 4 条関係

(1) 侍物館の設計iζ 当っては， 車椅子の使用等， 身体
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障害者の利用の便宜を考慮することが望まれる

(2) 本条第 3 項の「種」とは ， 生物分類学による 「積J

をいう . 第 6 条第 2 項 ICおいても同様である .

(3) 本条第 3 項の動物園， 植物園及び水族館として

は，人口30万人から 100 万人程度の都市における中

規模のものを想定している . 第 5 条第 2項及び第 6

条第 2 項においても同様である.

5. 第 5 条関係

(1) 本条第 1 項の6 ， 000平方メー ト ノレ及び2 ， 000平方メ

ート ノレの用途別面積は ， 次の表iζ掲げるとおりであ

る.

用 途 別 l都護霊蓄え|市町村立
1 rrf 1 ば

展示 ・ 教育活動関係 I 2,500" 850 " 

保管 ・ 研究関係 I 2, 500 " 850 " 

管理 ・ そ の 他 I 1, 000 " I 300" 

(2) 総合博物館にあっては，その性格にかんがみ，本

条第 1 項 lζ定める面積のおおよそ 1. 5 倍程度を縦保

する乙とが望ましい.

(3) 本条第 2 項の表に掲げる 20平方メー ト ノレは，次の

数式により算出したものである .

20平方メ ート ノレ =利用者 1 人当たり有効展示 11]

(50センチメ ート ノレ) x展示施設平均奥行 (20

メ ー トノレ) x 2 (注)

(注) 平均同時利用者数を 2 倍とする意味で， ζ れ

は季節IC より利用状況の変化があり ， ある季

節には平均利用語数の 2 倍の利用者がある ζ
とを想定したものである.

(4) 市街地lこ設けられる動物園にあっては ， 本条第 1

項 IC定める面積以下としても差しっかえないが， そ

の場合にあっても同項lζ定める面積の 2 分の 1 以上

を確保することが望ましい.

(5) 本条第 2 項の表IC掲げる 20万平方メ ート ノレ及び

4 ， 000平方メ ー トノレは，それぞれ第 6 条第 2項の表

IC掲げる植物園又は水族館IC係る資料数の植物又は

水族を周年栽培し ， 又は周年飼育し，生きた生物と

して展示できるよう配慮して算出した ものである.

(6) 植物園の中 IC設けられる建物の面積は ， 本条第 2

項の表iζ掲げる植物園の敷地の面積の 7 パーセント

以下とする乙とが望ましい .

6. 第 6 条関係

本条第 2 項の表lζ掲げる動物園 ， 植物園及び水族館

IC示す「種」の収集に当っては，広い範囲内にわたっ

て比較展示ができるように生物分類学上における複数

の「綱」及び「目」にわたることが望ましい.

7. 第 8 条関係
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本条は . 侍物館が行う教育活動のうちで ， 展示によ

る活動以外の代表的なものを示したものである . 本条

lζ示す諸活動を実施するに当っては， I噂物館資料の研

究者や愛好者からなる，いわゆる「友の会」などを組

織して，継続的lζ博物館の利用を促進する等の方途を

講ずることが望ましい.

8. 第10条関係

本条第 1 項の 250 日は ， 年聞における所定の休館日

及び展示更新のための臨時の休館日等を勘案して算出

次の表iζ掲げるとおりである .

区 分 |都道E県立 ;1いT市打削剛11川附11指都市立

ア 第 8 条料の教育活動及究 1
び資担 i亡関する研 8 人 3 人
を 当する者

ィー畑山ザ|
管る者， 展示等を担 す 8 人 3 人

管を担当する 1 人

したものである 1 1. その他

9. 第11条関係 博物館の事業をより効果的iζ行うためには ， 他の博物

特lζ動物園にあっては，動物の脱出防止，人止め安 館等と共同して調査若しくは研究を実施し，特別展を企

~~帯(羽田〉等危険防止の設備及び悪臭， 騒音， 汚物等 画し，資料を分担して収集し， 若しくは保管し，又は相

lζ対する術生 tの設備を配慮することが必要である 互に資料を貸借する等他の博物館と相互に協力し述倣す

10 第12条関係 る乙とが望まれる.

本条第 1 項の17人及び 6 人の職務内容別の内訳は ，

会員館園の紹介

アリタキ アーボレータム (The Aritaki Arboretum) 

所 .(:I 地 崎玉県越谷市越ヶ谷2566 (通称宮前町)

郵使祷号 343 ，・ 電話越谷 (0489) 62-1624 

道 Jlffi[ 地下鉄日比谷線 ・ 東武線越谷駅下車徒歩15分

パス 7 分(県立越ク谷高校正門前)

.�ll 営私立(所有者，園長有滝館雄)

開閤H寺mJ 9 ・ 00~17 : 00 , 定休日毎水曜日， 年末年始

入 閤料小中学生50円，高校生，大人100円，但職 員

引率の越谷市立学校の児童生徒は無料
沿革

木植物園は明治31年 (1898) Iζ開設された「松花園J

を基に，現園長が規模拡大して昭和 2 年 (1928) ア Y タ

キ ・ アーボレー‘タムと命名，開園したもので，昭和43年

(1968)一般に公開した アーポレータムとは「樹木を主

体とした植物園」 という意味であるが本園では主として

楓帰・の樹木を摘栽展示している . 昭和41年 (1966) 5 月

9 日 文部大臣から博物館法による問物館相当施設として

指定された .

設立の主旨， 目的

(1)科学(植物学，園芸学，造園学など) I乙奉仕する .

(2)社会教育に奉仕する

(3)学校教育 lζ奉仕する

(4)内，外の植物園 ， ア ー ポレータムなどと種苗や文献の

交換を通じて学術交流， 国際親善の一助といたしたい.

施設・設備

(1)面積木国，分園，苗圃合計約15 ， 000rrf 

(2)事務所 82 ・ 80rrf (研究室を含む)

(3)展示板[Î5!t樹種約1 ， 000種，本数約5， 000本

- 10 

ωi覧 室本圏内のアノレミ温室50.16rrf 

分圏内 1<:: フアイロン温室24.80 rrf

(5)絵花亭…・・・明治31年に建てられたカヤ輩の亭で茶席，

句会などに利用.

(6)展示場 ・ …・四季折2 の花，果実の現物や写真，図など

を展示.

普及活動

外郭団体「アリタキ ・ アーボレータム植物愛好会」と

共催，また圏独自で毎年次のような催しをす る.

(1)植物野外研修会 (2)見学会 (3)展示会 (4)講演会

(5)映写会 (6)講習会

(7)出版物

い)交換積子目録(毎年) わ)ガイド ・ ブック 付入

閣のしおり (ニ.) � Arboretum NoteJ (年 1 回)
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